
は
じ
め
に

昨
年
は
戦
後
七
〇
年
の
節
目
を
迎
え
、
何
か
と
話
題
の

多
い
年
だ
っ
た
。
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
に
感
慨
一
入

で
あ
り
、
知
ら
れ
ざ
る
話
も
無
数
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
三
つ

の
話
は
知
る
人
ぞ
知
る
、
必
ず
し
も
秘
話
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
悲
劇
が
音
楽
に
よ
っ
て
救
わ

れ
た
逸
話
と
し
て
、
末
長
く
、
広
く
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、そ
の
経
緯
を
こ
こ
に
改
め
て
記
し
て
お
き
た
い
。

一
、
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン

「
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
」
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？

マ
レ
ー
ネ
・

デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
？

「
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
」
は
一
九
一
五
年
、

第
一
次
世
界
大
戦
で
東
部
戦
線
に
従
軍
し
た
ド
イ
ツ
人
ハ
ン
ス
・
ラ
イ

プ
が
作
詞
し
、
一
九
三
八
年
に
同
じ
ド
イ
ツ
人
の
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ

ル
ツ
ェ
が
作
曲
、一
九
三
九
年
、最
初
に
ラ
ラ
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
歌
っ

た
が
、
レ
コ
ー
ド
の
売
れ
行
き
は
さ
っ
ぱ
り
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
、
ド
イ
ツ
が
占
領
し
た
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
か
ら

ド
イ
ツ
放
送
が
こ
の
歌
を
流
す
と
、
ド
イ
ツ
兵
士
に
熱
狂
的
に
歓
迎
さ

れ
、
瞬
く
間
に
彼
ら
の
愛
唱
歌
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
放
送
を
聞

い
た
連
合
国
側
の
兵
士
の
心
も
と
ら
え
、
彼
ら
に
も
歌
わ
れ
た
。

マ
レ
ー
ネ
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
一
九
〇
二
年
生
ま
れ
、
一
九
二
〇
年

代
の
ド
イ
ツ
映
画
全
盛
時
代
に
女
優
と
し
て
活
躍
し
、
一
九
三
〇
年
代

に
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
出
演
し
、
歌
手
と
し

て
も
活
動
し
た
。
反
戦
思
想
の
持
ち
主
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
帰
国
要
請
に

も
応
じ
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
を
獲
得
し
て
定
住
し
た
。
一
九
四
四

年
に
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
「
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
」
を
歌
っ
て
大
ヒ
ッ

ト
、デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
慰
問
に
訪
れ
た
各
地
で
こ
の
歌
を
歌
っ
た
の
で
、

敵
味
方
を
問
わ
ず
戦
線
の
兵
士
た
ち
に
よ
っ
て
盛
ん
に
歌
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

一
九
七
〇
年
三
月
〜
九
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
万
博
に
デ
ィ
ー
ト

リ
ヒ
が
来
場
、九
月
八
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
「
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
」

を
歌
い
、
往
年
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
を
知
っ
て
い
る
オ
ー
ル
ド
・
フ
ァ
ン

が
詰
め
か
け
、
大
反
響
を
呼
ん
だ
。
こ
の
歌
は
日
本
人
を
魅
了
し
、
梓

み
ち
よ
、
加
藤
登
紀
子
な
ど
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
、
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
歌
は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
日
本
で
過
ご
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
ド
イ
ツ
兵
士
に
よ
っ
て
、
既
に
日
本
で
歌
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
一
一
月
三
〇
日
、
横
浜
港
に
係
留
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ

の
輸
送
船
ウ
ッ
カ
ー
マ
ル
ク
号
が
突
然
大
爆
発
を
起
こ
し
、
日
本
船
一

戦
争
と
音
楽
を
め
ぐ
る
三
つ
の
秘
話

河
野

健

戦争と音楽をめぐる三つの秘話
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隻
を
含
む
計
四
隻
の
艦
船
が
炎
上
し
た
。
こ
の
事
故
の
詳
細
は
、
軍
事

機
密
に
触
れ
る
と
し
て
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
事
故
で
ド
イ
ツ
兵

六
一
名
、
中
国
人
三
六
名
、
日
本
人
五
名
、
計
一
〇
二
名
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
た
。
遺
体
は
久
保
山
斎
場
で
荼
毘
に
付
さ
れ
た
後
、
日
本
人
の

遺
骨
は
遺
族
に
引
き
渡
さ
れ
、
中
国
人
の
遺
骨
は
、
南
京
墓
地
と
呼
ば

れ
た
地
蔵
王
廟
の
安
骨
堂
に
暫
く
保
管
さ
れ
た
後
、
中
国
へ
持
ち
帰
ら

れ
た
。
ド
イ
ツ
兵
の
遺
骨
は
、
身
元
が
特
定
さ
れ
な
か
っ
た
一
六
人
分

が
根
岸
外
国
人
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
、
身
元
の
判
明
し
た
四
五
人
分
は
ド

イ
ツ
領
事
館
で
保
管
し
た
。
遺
骨
の
一
部
は
一
九
四
七
年
二
月
に
ド
イ

ツ
へ
持
ち
帰
ら
れ
、
残
り
の
遺
骨
は
一
九
四
七
年
六
月
、
山
手
の
外
国

人
墓
地
に
、第
二
次
世
界
大
戦
中
、日
本
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
亡
く
な
っ

た
ド
イ
ツ
兵
を
悼
ん
で
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
際
に
、
そ
こ
に
納
め
ら

れ
た
。

事
故
に
遭
遇
し
た
が
辛
う
じ
て
一
命
を
取
り
留
め
た
ド
イ
ツ
兵
一
〇

〇
余
名
は
、
横
浜
市

内
の
各
所
に
分
散
し

て
帰
国
の
船
を
待
っ

た
が
、
来
日
し
た
戦

艦
が
横
浜
港
へ
は
寄

ら
ず
神
戸
に
入
港
し

た
た
め
乗
船
で
き
な

か
っ
た
。
ド
イ
ツ
本

国
は
帰
国
の
た
め
の

船
を
派
遣
す
る
余
裕
が
な
く
、
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
、
イ
ン
ド
洋
を

通
り
喜
望
峰
を
回
っ
て
無
事
帰
国
で
き
る
可
能
性
は
殆
ど
な
く
、
ド
イ

ツ
兵
は
日
本
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
兵
は
帰
国
ま
で
箱
根
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
四
三

年
四
月
二
三
日
、
横
浜
を
発
っ
て
芦
之
湯
・
松
坂
屋
旅
館
に
到
着
し
た
。

翌
日
か
ら
ド
イ
ツ
兵
は
規
則
正
し
い
共
同
生
活
を
開
始
し
た
。
彼
ら
は

日
本
海
軍
か
ら
客
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
、
食
糧
を
支
給
さ
れ
て
い
た

の
で
、
食
べ
物
に
不
自
由
は
し
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
故
郷
の
味
で
あ
る
主
食
の
黒
パ
ン
が
不
足
し
て
い
た
。
原
料
は
自

前
の
も
の
が
あ
っ
た
が
、
パ
ン
焼
き
か
ま
ど
が
な
い
。
や
っ
と
小
田
原

に
理
想
の
パ
ン
焼
き
か
ま
ど
を
発
見
し
て
歓
声
を
上
げ
た
。
そ
れ
か
ら

は
小
田
原
へ
パ
ン
を
焼
き
に
行
き
、
相
模
湾
で
泳
ぐ
と
い
う
楽
し
み
が

増
え
た
。

ド
イ
ツ
兵
は
地
元
の
人
た
ち
の
親
切
に
支
え
ら
れ
、
一
九
四
四
年
秋

か
ら
は
、
学
童
疎
開
で
神
奈
川
県
の
各
地
か
ら
や
っ
て
き
た
子
供
た
ち

と
の
交
流
も
深
め
、
無
聊
な
日
々
を
耐
え
忍
ん
だ
。
彼
ら
は
い
つ
帰
国

で
き
る
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
結
局
一
九
四
七
年
二
月
ま
で
四
年
近

く
を
箱
根
で
過
ご
し
た
。

彼
ら
の
楽
し
み
の
一
つ
に
音
楽
が
あ
っ
た
。何
か
と
い
え
ば
三
々
五
々

集
ま
っ
て
歌
を
歌
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
人
を
魅
了
す
る
見
事
な
男
声
合

唱
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
も
、
戦
場
の
兵
士
た
ち
の
間
で
流
行
っ
て
い

た
「
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
」
を
好
ん
で
歌
っ
た
。
こ
の
歌
を
歌
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
故
郷
に
残
し
て
き
た
恋
人
た
ち
や
母
や
妻
を
偲

マレーネ・ディートリヒ
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ぶ
の
だ
っ
た
。
そ
の
哀
愁
に
満
ち
た
歌
声
に
、
箱
根
の
人
た
ち
も
心
を

通
わ
せ
、
一
体
感
が
深
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
箱
根
の
人
た
ち
と
学
童

疎
開
の
子
供
た
ち
は
「
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
」
を
日
本
人
と
し
て
最

も
早
く
知
っ
た
の
で
あ
る
。

松
坂
屋
旅
館
に
は
大
学
生
の
息
子
、
松
坂
進
が
い
た
。
進
は
大
学
で

ド
イ
ツ
語
を
学
ん
で
い
た
の
で
、
積
極
的
に
ド
イ
ツ
兵
と
交
わ
り
、
す

ぐ
に
親
し
く
な
っ
て
、
彼
ら
の
相
談
役
と
な
っ
た
。
一
九
四
四
年
の
暮

れ
に
、
そ
の
進
が
招
集
さ
れ
て
軍
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ド

イ
ツ
兵
は
口
々
に
「
死
ぬ
ん
じ
ゃ
な
い
よ
！
」「
生
き
て
帰
れ
よ
！
」
と

叫
ん
で
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
そ
し
て
、
誰
か
ら
と
も
な
く
「
リ
リ
ー
・

マ
ル
レ
ー
ン
」
の
歌
を
歌
い
出
し
た
。
終
戦
に
よ
り
、
進
は
無
事
、
箱

根
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
ド
イ
ツ
兵
た
ち
は
大
喜
び
を
し
た
。

一
九
四
五
年
五
月
七
日
、
ド
イ
ツ
は
無
条
件
降
伏
を
し
た
が
、
彼
ら

の
態
度
は
些
か
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
規
則
正
し
い
生
活
を
続
け
た
。

八
月
一
五
日
に
は
日
本
が
敗
戦
を
迎
え
、
連
合
軍
が
進
駐
し
て
き
た
。

箱
根
に
も
米
軍
Ｍ
Ｐ
が
現
れ
、ド
イ
ツ
兵
は
武
装
解
除
を
要
求
さ
れ
た
。

彼
ら
は
こ
れ
に
応
じ
、
こ
こ
に
い
る
事
情
を
説
明
し
た
の
で
、
松
坂
屋

旅
館
の
占
領
は
無
事
に
終
了
し
た
。

し
か
し
、
帰
国
命
令
は
な
か
な
か
出
な
か
っ
た
。
さ
す
が
の
ド
イ
ツ

兵
た
ち
も
規
律
を
失
い
か
け
て
い
た
。
そ
ん
な
時
に
、
不
幸
な
事
故
が

起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
〇
日
、
三
人
の
ド
イ
ツ

兵
が
小
田
原
ま
で
出
掛
け
、
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
を
入
手
し
た
。
こ
の

危
険
な
飲
料
を
、
彼
ら
は
帰
国
で
き
な
い
苛
立
ち
を
紛
ら
わ
せ
る
た
め

に
飲
み
、
三
人
の
う
ち
の
一
人
、
ツ
ェ
ー
レ
ル
・
テ
ー
オ
が
帰
国
を
待

た
ず
に
亡
く
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
兵
は
、
こ
れ
以
上
犠
牲
者
を
出
さ
な
い

よ
う
に
と
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
全
員
が
協
力
し
て
帰
国
ま
で
の
残
り

の
日
々
を
頑
張
り
と
お
し
た
。

一
九
四
七
年
、
や
っ
と
帰
国
命
令
が
出
て
、
二
月
二
三
日
に
出
発
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
兵
は
仲
間
の
一
人
で
あ
っ
た
テ
ー
オ
の

墓
に
詣
で
、
一
緒
に
帰
れ
な
か
っ
た
無
念
さ
に
涙
を
流
し
た
。

帰
国
の
前
夜
、松
坂
屋
旅
館
で
は
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
。

帰
国
す
る
ド
イ
ツ
兵
は
箱
根
の
人
た
ち
と
の
別
れ
に
あ
た
っ
て
、
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
「
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
」
を
歌
っ
た
。
こ
れ
が

最
後
の
歌
だ
っ
た
。
翌
朝
、
ド
イ
ツ
兵
は
遂
に
箱
根
を
降
り
、
横
須
賀

港
に
集
め
ら
れ
た
他
の
ド
イ
ツ
人
た
ち
と
共
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
提
供

し
た
貨
客
船
に
乗
せ
ら
れ
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

そ
の
後
、
帰
国
し
た
ド
イ
ツ
兵
は
戦
友
会
「
日
本
ク
ル
ー
」
を
結
成

し
、
親
睦
会
を
続
け
て
い
た
。
松
坂
進
は
元
ド
イ
ツ
兵
士
の
数
人
と
文

通
を
続
け
、
か
つ

て
の
絆
を
絶
や
さ

な
か
っ
た
。
進
は

「
日
本
ク
ル
ー
」

の
メ
ン
バ
ー
に
招

待
さ
れ
、
一
九
九

〇
年
秋
に
初
め
て

ド
イ
ツ
を
訪
れ

新井恵美子著「帰れなかったドイ
ツ兵」（光人社）

戦争と音楽をめぐる三つの秘話

7



た
。「
日
本
ク
ル
ー
」
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
で
は
あ
の
懐
か
し
い
「
リ
リ
ー
・

マ
ル
レ
ー
ン
」
の
歌
が
流
れ
た
。

一
九
九
一
年
は
横
浜
港
で
の
爆
発
事
件
か
ら
四
九
年
目
、
犠
牲
者
の

五
〇
回
忌
に
当
た
っ
て
い
た
。
そ
の
年
の
九
月
二
四
日
、
ル
フ
ト
ハ
ン

ザ
航
空
機
が
成
田
空
港
に
到
着
し
た
。
到
着
口
か
ら
出
て
き
た
の
は
、

三
人
の
女
性
を
含
む
一
一
人
の
年
配
ド
イ
ツ
人
一
行
だ
っ
た
。
そ
れ
は

松
崎
進
の
ド
イ
ツ
訪
問
の
返
礼
を
兼
ね
て
実
現
し
た
「
日
本
ク
ル
ー
」

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
四
四
年
ぶ
り
の
日
本
再
訪
だ
っ
た
。
彼
ら
は
観
光

旅
行
に
は
目
も
く
れ
ず
、
思
い
出
深
い
箱
根
の
地
で
大
半
の
時
を
過
ご

し
た
。
四
隻
の
艦
船
が
爆
発
し
た
横
浜
港
の
現
場
を
訪
れ
、
か
つ
て
の

仲
間
が
葬
ら
れ
て
い
る
根
岸
お
よ
び
山
手
の
外
国
人
墓
地
を
参
拝
し
た
。

箱
根
で
一
人
眠
っ
て
い
る
テ
ー
オ
の
墓
の
前
で
は
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
。

彼
ら
が
苦
心
し
て
作
っ
た
阿
字
ヶ
池
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
そ
の

池
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
彼
ら
の
口
か
ら
流
れ
出
た
の
は
「
リ
リ
ー
・
マ

ル
レ
ー
ン
」
の
歌
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
〇
月
三
日
、
彼
ら
は
一
〇
日

の
日
本
滞
在
を
終
え
、帰
国
の
途
に
つ
い
た
。後
日
談
は
ま
だ
続
く
が
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

二
、
あ
ゝ
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
夜
は
更
け
て

「
比
島
」
と
言
わ
れ
て
も
、
高
齢
者
は
と
も
か
く
、
戦
後
生
ま
れ
の

人
た
ち
に
は
ぴ
ん
と
来
な
い
か
も
知
れ
な
い
。「
モ
ン
テ
ン
ル
パ
」
も
同

様
だ
ろ
う
か
？
「
比
島
」
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
比
律
賓
）
諸
島
の
略
、「
モ

ン
テ
ン
ル
パ
」
と
は
マ
ニ
ラ
近
郊
の
地
名
で
、
ニ
ュ
ー
ビ
リ
ビ
ッ
ド
刑

務
所
が
あ
る
。

こ
の
比
島
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
刑
務
所
で
、
戦
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
よ
る

戦
犯
裁
判
に
よ
り
有
罪
の
判
決
を
受
け
（
そ
の
う
ち
大
部
分
は
冤
罪
だ
っ
た

が
）、生
死
を
分
か
つ
よ
う
な
過
酷
な
状
況
に
晒
さ
れ
た
日
本
の
将
兵
一

三
〇
余
名
が
い
た
。

一
九
五
二
年
に
「
あ
ゝ
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
夜
は
更
け
て
」
と
い
う
歌

が
発
表
さ
れ
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
六
四
年
、
こ
の
歌
も
、

こ
の
歌
に
ま
つ
わ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
犯
の
方
々
の
数
奇
な
運
命
も
、
殆

ど
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

私
が
勤
務
し
て
い
た
職
場
に
は
、
医
師
の
市
瀬
晴
夫
先
生
が
お
ら
れ

た
が
、
先
生
は
一
九
四
四
年
、
二
五
歳
で
予
備
学
生
と
し
て
出
征
し
、

翌
年
、
海
軍
軍
医
大
尉
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
敗
戦
を
迎
え
た
。
そ

の
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
よ
る
戦
犯
裁
判
で
、
冤
罪
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら

ず
控
訴
の
術
も
な
く
、
一
方
的
に
死
刑
の
判
決
を
受
け
、
明
日
を
も
知

れ
ぬ
身
の
上
と
な
り
、
一

九
四
八
年
一
二
月
一
日
、

マ
ニ
ラ
近
郊
モ
ン
テ
ン
ル

パ
の
ニ
ュ
ー
ビ
リ
ビ
ッ
ド

刑
務
所
に
予
備
学
生
七
名

を
含
む
一
三
〇
余
名
の
戦

犯
と
共
に
収
監
さ
れ
、
約

三
年
半
に
亘
り
服
役
を
余

モンテンルパの市瀬晴夫
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儀
な
く
さ
れ
た
。

先
生
は
、
刑
務
所
で
は
囚
人
と
し
て
心
身
と
も
に
厳
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
な
が
ら
も
、
医
師
と
し
て
同
僚
と
共
に
同
胞
の
治
療
に
従
事
し

た
。
日
本
に
残
さ
れ
た
奥
様
は
、
家
財
を
処
分
し
て
裁
判
費
用
に
充
て
、

病
躯
を
押
し
、
お
茶
の
行
商
を
し
て
家
計
を
支
え
な
が
ら
裁
判
対
策
に

明
け
暮
れ
、
先
生
が
所
属
し
て
お
ら
れ
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
キ
リ
ノ

大
統
領
に
助
命
嘆
願
書
を
提
出
し
た
が
、
願
い
は
叶
え
ら
れ
ず
、
人
知

れ
ぬ
苦
労
を
重
ね
ら
れ
た
。

し
か
し
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
受
刑
者
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
慰
め
、

励
ま
し
、
助
命
嘆
願
に
尽
く
し
た
人
々
が
い
た
。

厚
生
省
復
員
局
法
務
調
査
部
の
植
木
信
吉
事
務
官
は
、
一
九
四
七
年

九
月
、
比
島
戦
争
裁
判
関
係
業
務
担
当
を
命
じ
ら
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

受
刑
者
の
苦
境
を
知
る
に
及
ん
で
、
一
九
四
九
年
一
月
、
留
守
家
族
の

た
め
の
「
比
島
戦
犯
留
守
家
族
会
」
を
設
立
、
自
分
の
楽
し
み
を
打
ち

捨
て
、
留
守
家
族
の
た
め
に
狂
奔
し
た
。
留
守
家
族
か
ら
の
手
紙
や
救

援
物
資
を
裁
判
関
係
で
渡
比
す
る
人
た
ち
に
託
す
る
な
ど
、
救
恤
活
動

を
活
発
化
さ
せ
、
同
年
一
〇
月
以
降
、
日
本
赤
十
字
社
、
大
阪
商
船
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
航
空
の
協
力
を
得
て
、
慰
問
物
資
を
定
期
的
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
送
る
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
ほ
か
、
家
族
や
知
人
か
ら
託
さ
れ
た
現

金
を
密
か
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
送
る
手
立
て
を
講
じ
た
。

高
野
山
東
京
別
院
副
主
管
で
あ
っ
た
加
賀
尾
秀
忍
師
は
、
植
木
事
務

官
の
懇
請
に
よ
り
、一
九
四
九
年
九
月
一
日
に
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
（
二
代

目
）
教
誨
師
に
任
命
さ
れ
た
。一
九
四
九
年
一
一
月
三
日
に
マ
ニ
ラ
に
到

着
し
、
活
動
を
開
始
し
た
が
、
受
刑
者
の
窮
状
に
接
し
、
こ
れ
ら
の
人

達
を
見
捨
て
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
て
、
六
ヶ
月
の
任
期
を
終
え
た

一
九
五
〇
年
三
月
三
一
日
以
降
も
現
地
に
留
ま
り
、
そ
の
後
約
三
年
間

に
亘
っ
て
受
刑
者
と
同
様
の
生
活
を
し
な
が
ら
、
支
援
活
動
に
心
血
を

注
ぎ
、
教
誨
師
と
し
て
の
務
め
を
果
た
す
一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
、

刑
務
所
当
局
と
の
折
衝
も
積
極
的
に
行
っ
た
。

歌
手
の
渡
辺
は
ま
子
は
、
敗
戦
を
天
津
で
迎
え
、
抑
留
生
活
を
送
っ

た
後
、
一
九
四
六
年
五
月
四
日
に
引
き
揚
げ
て
き
た
。
帰
国
後
は
旧
軍

人
へ
の
慰
問
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
一
九
五
二
年
に
は
巣
鴨
プ
リ
ズ

ン
へ
の
慰
問
も
許
可
さ
れ
た
。
巣
鴨
で
関
口
慈
光
教
誨
師
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
下
院
議
員
ピ
オ
・
デ
ュ
ラ
ン
氏
を
紹
介
さ
れ
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
に
一

〇
〇
人
を
超
え
る
日
本
人
が
戦
犯
と
し
て
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
て
愕
然
と
し
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
へ
慰
問
に
行
く
こ
と
を
熱
望
し
た

が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
間
に
は
ま
だ
国
交
が
回
復
し
て
い
な
い
た
め
、

実
現
は
困
難
だ
っ
た
。
加
賀
尾
教
誨
師
の
存
在
も
教
え
ら
れ
、
文
通
に

よ
り
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
受
刑
者
た
ち
と
も
強
い
絆
で
結
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

そ
の
他
に
も
（
こ
こ
に
個
々
の
名
前
を
挙
げ
る
の
は
省
略
し
た
が
）

金
銭
的
援
助
を
惜
し
ま
な
い
人
た
ち
や
、
救
援
活
動
を
支
え
た
日
比
両

国
の
人
た
ち
が
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

死
刑
の
執
行
は
、一
九
四
八
年
に
三
名
に
対
し
て
実
施
さ
れ
て
以
来
、

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
五
一
年
一
月
一
九
日
、
突
然
一
四
名

が
呼
び
出
さ
れ
、
一
九
日
夜
半
か
ら
二
〇
日
未
明
に
か
け
て
絞
首
刑
と

戦争と音楽をめぐる三つの秘話
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な
っ
た
。
残
さ
れ

た
死
刑
囚
は
、
次

は
自
分
の
番
か
と

不
安
に
駆
ら
れ
、

絶
望
の
淵
に
追
い

込
ま
れ
た
。

一
九
五
一
年
年

九
月
八
日
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
条
約
が
調
印
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
調
印
の
参
加
国
と
な
っ
た
が
、

賠
償
問
題
で
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
批
准
が
見
送
ら
れ

た
た
め
、
戦
犯
の
釈
放
問
題
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
日
本
で
の
救
助

運
動
も
消
極
的
だ
っ
た
。
加
賀
尾
秀
忍
教
誨
師
は
、「
こ
の
状
況
を
打
開

す
る
の
は
歌
し
か
な
い
」
と
考
え
、
死
刑
囚
の
代
田
銀
太
郎
に
作
詞
を

依
頼
し
、
そ
の
歌
詞
に
同
じ
く
死
刑
囚
で
あ
っ
た
伊
藤
正
康
が
作
曲
し

た
。一

九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
講
和
条
約
発
効
の
日
に
、
モ
ン
テ
ン
ル

パ
で
は
「
独
立
記
念
式
」
が
行
わ
れ
、
こ
の
歌
が
こ
こ
で
初
め
て
「
虜

囚
の
歌
」
と
し
て
披
露
さ
れ
た
。

こ
の
歌
の
楽
譜
は
、
加
賀
尾
師
よ
り
渡
辺
は
ま
子
に
送
ら
れ
、「
あ
ゝ

モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
夜
は
更
け
て
」
と
し
て
、一
九
五
二
年
六
月
二
八
日
、

渡
辺
は
ま
子
と
宇
都
美
清
が
歌
っ
て
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
、
二
〇
万
枚
を

超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

一
方
、
一
九
五
二
年
五
月
一
〇
日
に
は
「
戦
争
受
刑
者
世
話
会
」
が

発
足
し
、
敗
戦
で
犠
牲
者
と
な
っ
た
戦
争
犯
罪
人
の
赦
免
お
よ
び
海
外

受
刑
者
の
帰
還
な
ど
を
促
す
救
援
活
動
を
行
っ
た
。
六
月
五
日
に
は
東

京
都
民
生
局
の
「
愛
の
運
動
」
協
議
会
が
留
守
家
族
会
と
共
同
で
都
内

約
一
〇
〇
ヶ
所
に
お
い
て
戦
犯
釈
放
嘆
願
の
署
名
活
動
を
開
始
し
た
。

こ
の
運
動
は
そ
の
後
全
国
で
展
開
さ
れ
、
一
九
五
二
年
に
は
戦
犯
釈
放

嘆
願
書
に
一
千
万
人
を
超
え
る
署
名
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
ラ
ジ
オ
、

映
画
な
ど
に
よ
る
情
宣
活
動
も
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
国
内
外
の
戦
犯

に
対
す
る
国
民
の
認
識
が
高
ま
っ
た
。
一
九
五
二
年
末
頃
に
は
モ
ン
テ

ン
ル
パ
に
同
情
者
か
ら
の
手
紙
が
続
々
と
届
き
、
受
刑
者
た
ち
を
励
ま

す
こ
と
が
出
来
た
。

一
九
五
二
年
一
二
月
二
三
日
、渡
辺
は
ま
子
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
飛
び
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
モ
ン
テ
ン
ル
パ
で
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
異
常
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、最
後
は
全
員
で
「
モ

ン
テ
ン
ル
パ
」
の
歌
を
合
唱
し
、
祖
国
を
偲
ん
で
、
感
涙
に
咽
ん
だ
。

明
け
て
一
九
五
三
年
五
月
一
六
日
、
キ
リ
ノ
大
統
領
に
初
め
て
謁
見

を
許
さ
れ
た
加
賀
尾
師
と
マ
ニ
ラ
在
外
事
務
所
の
金
山
正
英
参
事
官
は
、

渡
辺
は
ま
子
か
ら
届
け
ら
れ
た
オ
ル
ゴ
ー
ル
入
り
の
ア
ル
バ
ム
を
キ
リ

ノ
大
統
領
に
手
渡
し
た
。
大
統
領
が
ア
ル
バ
ム
を
開
く
と
、
も
の
悲
し

い
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
が
鳴
り
出
し
た
。
キ
リ
ノ
大
統
領
に
「
こ
の
曲
は

何
と
い
う
の
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
加
賀
尾
師
は
「
こ
れ
は
『
モ

ン
テ
ン
ル
パ
の
夜
は
更
け
て
』
と
い
う
曲
で
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
死
刑

囚
が
作
詞
作
曲
し
た
も
の
で
す
」
と
答
え
た
。
大
統
領
は
再
度
そ
の
曲

渡辺はま子
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を
聴
き
、
し
ば
ら
く
し
て
、「
七
月
四
日
の
独
立
記
念
日
に
二
人
を
釈
放

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

キ
リ
ノ
大
統
領
は
、
日
本
兵
に
よ
り
妻
と
三
人
の
子
、
及
び
親
族
五

人
を
殺
害
さ
れ
て
お
り
、
自
身
も
日
本
の
憲
兵
隊
に
監
禁
さ
れ
拷
問
を

受
け
た
経
験
が
あ
り
、
日
本
に
対
す
る
憎
し
み
は
人
一
倍
強
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
大
統
領
が
戦
犯
の
釈
放
を
口
に
し
た
の
は
初
め
て
の
こ

と
だ
っ
た
。

六
月
二
六
日
、
加
賀
尾
師
と
金
山
参
事
官
は
再
度
キ
リ
ノ
大
統
領
に

面
会
し
た
。
大
統
領
は
、
翌
日
胃
が
ん
の
手
術
の
た
め
ア
メ
リ
カ
に
向

か
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
面
会
者
と
の
応
接
に
多
忙
を
極
め
て

お
り
、
面
会
時
間
は
限
ら
れ
て
い
た
が
、「
独
立
記
念
日
を
機
会
に
、
一

部
の
戦
犯
に
恩
赦
、
釈
放
の
恩
典
を
与
え
、
他
の
者
も
、
死
刑
囚
は
無

期
に
減
刑
、
日
本
に
帰
還
さ
せ
る
つ
も
り
な
の
で
、
釈
放
が
妥
当
と
認

め
ら
れ
る
者
の
氏
名
を
挙
げ
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。「
死
刑
囚
を
二

〇
年
有
期
刑
と
し
、
内
地
送
還
は
で
き
な
い
か
」
と
の
更
な
る
要
請
は

拒
否
さ
れ
た
。

し
か
し
、
大
統
領
の
令
弟
ア
ン
ト
ニ
オ
・
キ
リ
ノ
の
説
得
に
よ
り
、

大
統
領
は
態
度
を
軟
化
さ
せ
、
六
月
二
七
日
の
午
後
、「
日
本
人
有
期
・

無
期
刑
囚
全
員
釈
放
、
死
刑
囚
を
無
期
刑
に
減
刑
し
、
巣
鴨
に
送
還
す

る
」
こ
と
を
決
定
し
た
の
ち
、夕
刻
に
は
ア
メ
リ
カ
へ
出
発
し
た
。フ
ィ

リ
ピ
ン
で
犯
し
た
日
本
兵
に
よ
る
残
虐
行
為
に
対
し
て
、
憎
悪
の
念
を

燃
や
し
続
け
た
国
民
か
ら
の
激
し
い
反
発
も
予
想
さ
れ
た
が
、
キ
リ
ノ

大
統
領
の
恩
讐
を
超
え
た
大
英
断
に
よ
り
特
赦
令
が
発
布
さ
れ
、「
全
死

刑
囚
の
終
身
刑
へ
の
減
刑
と
本
国
送
還
」
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
七
月
一
五
日
、
午
前
一
一
時
ご
ろ
、
受
刑
者
た
ち
は
マ

ニ
ラ
に
到
着
し
、
白
山
丸
に
乗
り
込
ん
だ
。
七
月
二
一
日
の
夜
、
白
山

丸
は
横
浜
港
に
到
着
、
二
二
日
午
前
八
時
四
〇
分
に
大
桟
橋
に
接
岸
、

九
時
三
五
分
、
留
守
家
族
や
刑
死
者
の
遺
族
等
、
大
勢
の
人
た
ち
の
歓

呼
の
声
に
迎
え
ら
れ
て
下
船
を
開
始
、
加
賀
尾
師
に
導
か
れ
て
一
七
名

の
遺
骨
を
抱
い
た
帰
還
兵
一
一
〇
名
が
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
、
遂
に
祖
国

の
土
を
踏
ん
だ
。
し
か
し
、
釈
放
者
は
帰
国
歓
迎
会
に
出
席
し
た
が
、

元
死
刑
囚
五
六
名
は
一
五
分
間
だ
け
許
さ
れ
た
家
族
と
の
面
会
後
、
そ

の
ま
ま
巣
鴨
刑
務
所
に
送
ら
れ
た
。

「
七
月
三
一
日
に
、
キ
リ
ノ
大
統
領
が
市
瀬
晴
夫
元
海
軍
軍
医
大
尉

に
対
す
る
特
赦
令
に
署
名
し
た
」
旨
の
通
知
が
、
九

月
に
な
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
外
務
省
か
ら
在
日
フ
ィ
リ

ピ
ン
代
表
部
へ
届
い
た
。
一
連
の
手
続
き
を
経
て
、

市
瀬
先
生
は
一
〇
月
一
日
に
晴
れ
て
釈
放
さ
れ
た
。

な
お
、
巣
鴨
で
の
拘
置
者
全
員

が
特
赦
に
よ
り
釈
放
さ
れ
た
の

は
、
一
二
月
三
〇
日
の
事
で
あ

る
。市

瀬
先
生
は
一
九
七
一
年
〜

一
九
九
一
年
、
約
二
〇
年
間
に

亘
り
Ｔ
銀
行
医
務
室
長
と
し
て

勤
務
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
四
年

横浜港大桟橋の出迎え

戦争と音楽をめぐる三つの秘話
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一
〇
月
一
六
日
に
九
五
歳
の
天
寿
を
全
う
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
。

三
、「
ス
プ
リ
ン
グ
」
と
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
ソ
ナ
タ

戦
前
、「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
天
才
少
女
」
と
謳
わ
れ
た
女
性
が
い
た
。

諏
訪
根
自
子
で
あ
る
。
こ
の
名
前
を
聞
い
て
、
あ
ゝ
あ
の
人
、
と
す
ぐ

に
分
る
の
は
、
や
は
り
相
当
年
配
の
人
で
、
若
い
人
に
は
馴
染
み
の
な

い
名
前
か
も
し
れ
な
い
。
彼
女
も
戦
争
で
数
奇
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た

一
人
と
言
え
よ
う
。

根
自
子
は
一
九
二
〇
年
に
生
ま
れ
、
四
歳
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
習

い
始
め
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
教
師
と
し
て
著
名
な
小
野
ア
ン
ナ
（
ロ
シ
ア

人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
の
義
理
の
伯
母
）
と
ロ
シ
ア
革

命
か
ら
亡
命
し
て
来
日
し
た
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
に
師
事
、
め
き
め
き
と

そ
の
才
能
を
伸
ば
し

た
。
一
九
三
〇
年
、

来
日
中
の
名
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
、
ジ
ン

バ
リ
ス
ト
に
絶
賛
さ

れ
、一
九
三
二
年
四

月
九
日
に
デ
ビ
ュ
ー

演
奏
会
を
開
催
し
た
。

一
九
三
六
年
、ブ
ラ
ッ

セ
ル
に
留
学
、
二
年

間
滞
在
の
後
パ
リ
に
移
り
、
カ
メ
ン
ス
キ
ー
宅
に
寄
留
し
て
同
氏
の
指

導
を
受
け
、
一
九
三
九
年
五
月
一
九
日
に
は
パ
リ
・
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
三
九
年
九
月
一
日
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
侵
攻
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
。
根
自
子
は
ド
イ
ツ
軍
が

パ
リ
を
占
領
後
も
パ
リ
に
留
ま
っ
た
が
、
パ
リ
で
の
生
活
は
一
段
と
困

窮
の
度
を
増
し
た
。

そ
ん
な
中
、
日
独
友
好
の
音
楽
祭
を
企
画
し
た
ベ
ル
リ
ン
市
長
に
招

か
れ
、
一
九
四
二
年
一
二
月
、
ベ
ル
リ
ン
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
音
楽
祭

は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
大
島
大
使
が
積
極
的
に
根
自
子
の
演
奏
の
機

会
を
作
っ
た
の
で
、各
地
で
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
四
三
年
二
月
二
二
日
、
ナ
チ
ス
宣
伝
相
ゲ
ッ
ペ
ル
ス
は
慰
問
演
奏

を
感
謝
し
て
、根
自
子
に
名
器
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
を
贈
呈
し
た
。

一
九
四
三
年
春
、
根
自
子
は
一
度
パ
リ
に
戻
っ
た
が
、
再
度
ベ
ル
リ
ン

へ
来
る
よ
う
に
と
の
要
請
を
受
け
た
。今
度
は
、根
自
子
の
悲
願
で
あ
っ

た
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
の
共
演
の
依
頼
だ
っ

た
。
根
自
子
は
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
九
日
、
二
〇
日
の
二
日
間
に
亘

り
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
指
揮
で
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
協
演
し
た
。

当
時
、
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
大
使
館
に
は
大
賀
小
四
郎
が
い
た
。
大
賀

は
一
九
三
七
年
に
学
者
を
目
指
し
て
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
に
留
学
し
、
ド

イ
ツ
哲
学
の
研
究
に
勤
し
ん
で
い
た
が
、
健
康
を
害
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
学
究
生
活
に
見
切
り
を
つ
け
、
折
し
も
募
集
し
て
い
た
外
交
官
官
補

ＣＤ「諏訪根自子の芸術」
（COCQ-85013/4）
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に
採
用
さ
れ
て
、
在
独
日
本
大
使
館
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
賀
の
趣
味
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
特
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
音
楽
を
愛

好
し
て
い
た
の
で
、
大
島
大
使
の
命
を
受
け
、
根
自
子
の
演
奏
会
な
ど

の
世
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、互
い
に
心
を
通
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

年
末
に
な
り
、
根
自
子
は
パ
リ
に
戻
っ
た
が
、
一
九
四
四
年
六
月
六

日
、
連
合
軍
の
大
部
隊
が
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に
上
陸
、
怒
涛
の
如
く
パ

リ
に
迫
る
と
、
ド
イ
ツ
軍
は
慌
て
て
撤
退
、
ド
イ
ツ
と
同
盟
国
の
関
係

に
あ
る
在
仏
邦
人
は
ベ
ル
リ
ン
の
大
使
館
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
の
引
き
揚

げ
を
強
く
勧
告
さ
れ
た
の
で
、
八
月
一
二
日
、
根
自
子
は
在
留
邦
人
と

共
に
ベ
ル
リ
ン
へ
の
避
難
を
開
始
し
た
。
こ
の
逃
避
行
は
苦
難
に
次
ぐ

苦
難
の
連
続
で
、根
自
子
は
身
の
回
り
の
持
ち
物
を
す
べ
て
失
っ
た
が
、

ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
だ
け
は
肌
身
離
さ
ず
抱
え
、
命
か
ら
が
ら
ベ

ル
リ
ン
に
到
着
し
た
。

ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
も
、
ベ
ル
ン
の
大
使
館
の
計
ら
い
で
、
一
九
四
四

年
一
一
月
、
ス
イ
ス
で
の
演
奏
会
が
実
現
し
た
。
根
自
子
が
ス
イ
ス
へ

移
住
し
て
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
れ
ば
、
世
界
的
に
有
名
な
演
奏
家
と

し
て
活
躍
で
き
た
か
も
知
れ
な
い
が
、戦
争
は
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。

一
九
四
五
年
一
月
末
、
ソ
連
軍
は
破
竹
の
勢
い
で
ベ
ル
リ
ン
を
目
指

し
て
進
軍
し
、
ベ
ル
リ
ン
陥
落
は
目
前
に
迫
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
大
使

館
は
二
月
中
旬
に
南
の
バ
ー
ト
・
ガ
シ
ュ
タ
イ
ン
に
避
難
し
た
が
、
根

自
子
は
大
島
大
使
夫
人
の
私
設
秘
書
の
名
目
で
そ
の
一
行
に
加
わ
る
こ

と
が
で
き
た
。
五
月
七
日
に
ド
イ
ツ
は
無
条
件
降
伏
、
五
月
一
一
日
に

は
ア
メ
リ
カ
軍
が
進
駐
し
て
き
て
、
全
員
が
二
ヶ
月
余
り
身
柄
を
拘
束

さ
れ
た
。

七
月
二
四
日
、ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
、フ
ラ
ン
ス
の
ル
・

ア
ー
ブ
ル
港
経
由
ア
メ
リ
カ
へ
送
ら
れ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
二
五
日

に
移
動
を
開
始
、
八
月
四
日
に
ル
・
ア
ー
ブ
ル
港
を
出
航
し
て
、
八
月

一
一
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
入
港
し
た
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
ベ
ッ

ド
フ
ォ
ー
ド
・
ス
プ
リ
ン
グ
で
約
三
ヶ
月
の
抑
留
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
後
、
や
っ
と
帰
国
が
認
め
ら
れ
、
一
一
月
一
六
日
に
当
地
を
出
発
、

ア
メ
リ
カ
大
陸
を
横
断
し
て
シ
ア
ト
ル
に
到
着
し
た
。
一
一
月
二
五
日

シ
ア
ト
ル
を
出
港
、
一
二
月
六
日
に
浦
賀
港
に
入
港
し
て
、
約
七
ヶ
月

に
亘
る
日
本
へ
の
帰
国
の
旅
は
終
了
し
た
。

一
九
四
六
年
一
〇
月
三
日
、
根
自
子
の
帰
朝
第
一
回
記
念
演
奏
会
が

開
か
れ
、
日
本
で
の
演
奏
活
動
が
再
開
さ
れ
た
。
根
自
子
は
巌
本
真
理

と
並
ぶ
第
一
級
の
名
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
、
日
本
各
地

へ
も
積
極
的
に
足
を
運
ん
で
、
そ
の
見
事
な
演
奏
ぶ
り
を
披
露
し
た
。

根
自
子
は
聴
衆
の
要
望
に
応
じ
て
、
得
意
と
す
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

「
ス
プ
リ
ン
グ
」
と
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
ソ
ナ
タ
を
好
ん
で
演
奏
し
た
。

し
か
し
、
一
九
六
〇
年
の
演
奏
会
を
最
後
に
、
根
自
子
は
表
舞
台
か
ら

姿
を
消
し
た
。

一
九
六
八
年
八
月
、
根
自
子
は
東
大
教
授
と
な
っ
て
い
た
大
賀
小
四

郎
と
結
婚
し
た
。
大
賀
が
五
八
歳
、
根
自
子
は
四
八
歳
、
二
人
が
最
初

に
会
っ
た
時
か
ら
既
に
二
五
年
余
が
経
過
し
て
い
た
が
、
大
賀
は
ベ
ル

リ
ン
か
ら
帰
国
ま
で
苦
労
を
共
に
し
た
根
自
子
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
種
々

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
結
ば
れ
た
の
だ
っ
た
。
根
自
子
は
煩
わ
し
い
演

戦争と音楽をめぐる三つの秘話
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奏
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か

ら
解
放
さ
れ
、
家
庭

の
主
婦
と
し
て
の
生

活
を
楽
し
ん
だ
が
、

一
日
数
時
間
の
練
習

を
欠
か
す
こ
と
は
な

か
っ
た
。
一
九
六
九

年
七
月
、
根
自
子
は

ケ
ル
ン
の
日
本
文
化

会
館
初
代
館
長
と
し

て
赴
任
す
る
夫
に
伴
わ
れ
て
渡
独
、
一
九
七
二
年
秋
ま
で
館
長
夫
人
と

し
て
の
務
め
を
果
た
し
て
帰
国
し
た
。

一
九
七
六
年
九
月
二
五
日
、
根
自
子
は
久
々
の
演
奏
会
に
出
演
し
て

話
題
を
呼
び
、
一
九
八
四
年
ま
で
各
地
で
演
奏
会
を
開
い
た
が
、
一
〇

月
二
日
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
最
後
に
引
退
し
た
。
彼
女
に
と
っ
て
バ
ッ
ハ

と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
最
後
ま
で
挑
戦
す
べ
き
目
標
で
あ
っ
た
。
一
九

七
八
年
か
ら
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
と
パ
ル
テ
ィ
ー

タ
全
六
曲
の
録
音
を
開
始
、
一
九
八
一
年
に
は
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
が
発
売

さ
れ
た
（
一
九
九
四
年
に
は
Ｃ
Ｄ
も
発
売
）。そ
の
後
一
九
八
六
年
に
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
ス
プ
リ
ン
グ
」
と
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
ソ
ナ
タ
の
録

音
を
行
な
い
、
一
九
九
四
年
に
Ｃ
Ｄ
と
し
て
発
売
さ
れ
た
。
こ
れ
を
最

後
に
彼
女
は
一
切
公
の
場
に
姿
を
現
す
こ
と
は
な
く
穏
や
か
な
日
々
を

過
ご
し
、
二
〇
一
二
年
三
月
六
日
、
九
二
歳
で
永
眠
し
た
。

お
わ
り
に

今
年
の
三
月
二
九
日
に
安
全
保
障
関
連
法
が
施
行
さ
れ
、

戦
争
は
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、
身
近
な
も
の
と
し
て
意
識
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。
戦
争
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
ず
、
世
界
の
恒
久

平
和
を
守
り
ぬ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
記
し
た
よ
う

な
、
戦
争
が
も
た
ら
す
悲
劇
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
様
、
平
和
を
求
め

る
一
層
の
努
力
が
望
ま
れ
る
。

主
な
参
考
資
料

鈴
木
明
「
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」

石
川
美
邦
「
横
浜
港
ド
イ
ツ
軍
艦
燃
ゆ
」

新
井
恵
美
子
「
帰
れ
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
兵
」

辻
豊
「
モ
ン
テ
ン
ル
パ
比
島
幽
囚
の
記
録
」

加
賀
尾
秀
忍
「
モ
ン
テ
ン
ル
パ
に
祈
る
」

渡
辺
は
ま
子
「
あ
ゝ
忘
ら
れ
ぬ
胡
弓
の
音
」

深
田
祐
介
「
美
貌
な
れ
昭
和
」

萩
谷
由
喜
子
「
諏
訪
根
自
子
」

Ｃ
Ｄ
解
説
書
「
諏
訪
根
自
子
の
芸
術
」

Ｃ
Ｄ
解
説
書
「
永
遠
な
れ

諏
訪
根
自
子
」

ＣＤ「永遠なれ 諏訪根自子」
（KICC 1064）
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